






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Z家 Z家 Z家 Z家 Z家 Y家





死亡年 1955年 1964年 1973年 1976年 2008年 2007年
宗派 神葬祭 神葬祭 神葬祭 神葬祭 神葬祭 神葬祭
臨終場所 自宅 自宅 自宅 病院 特養 特養
介護者 家族 家族 家族 妻9 職員 職員
看取り者 嫁d 家族 家族 家族 医者 職員
通夜場所 自宅 自宅 自宅 自宅 葬斎場 葬斎場
葬儀場所 自宅 自宅 自宅 自宅 葬斎場 葬斎場
葬法 土葬 火葬 火葬 火葬 火葬 火葬
納骨 告別式一埋葬 火葬一式一納骨 火葬一式一自宅一納骨 火葬一式一自宅一納骨 火葬一式一自宅一納骨
葬儀集団 庚申講 隣組 擬制子 隣組 一 一
告別式場 自宅 自宅 旅館 旅館 葬斎場 葬斎場
会葬者 家族 家族 家族 家族 家族 子供・孫夫婦 養子
親族 親族 親族 親族 親族 弟妻とその子 兄弟とその子，甥姪
姻族 姻族 姻族 姻族 姻族 義弟の子，義子の兄弟 一
地域 旧居住地 旧居住地の同族 旧居住地 隣家
職場 孫の勤務先 子の勤務先 職場 一
その他 子孫の擬制親 擬制親 擬制親子 擬制親子 擬制子 ゲートボール仲間
俳人・知人 友人・知人
会葬者数 127名 約200名 195名 250余名 30余名 20余名





湯灌 湯灌 湯灌 湯灌
納棺 納棺 納棺 納棺 納棺
通夜 通夜 通夜 通夜 通夜式・通夜 通夜
告別式 火葬 火葬 火葬 火葬 火葬
野辺送り 告別式 告別式 告別式 告別式 告別式
埋葬 納骨 精進落とし 忌中払い 精進落とし
精進落とし
初七日
墓参り・供養 （お骨は自宅に祀る） （お骨は自宅に祀る） （お骨は自宅に祀る）




Y家 X家 X家 X家 W家 W家 W分家




? ? ? ? ?
2008年 1985年 2007年 2009年 1976年 2000年 2010年
神葬祭 真言宗 真言宗 真言宗 浄土真宗 浄土真宗 浄土真宗
病院 自宅 病院 自宅 病院 施設
職員 家族 職員 家族 職員 職員
医者 嫁o 家族 職員 職員
葬斎場 自宅 葬斎場 葬斎場 自宅 自宅 葬斎場
葬斎場 自宅 葬斎場 葬斎場 自宅 葬斎場 葬斎場
火葬 火葬 火葬 火葬 火葬 火葬 火葬
火葬一式一納骨 火葬一式一自宅一納骨 火葬一式一自宅一納骨 式一火葬一自宅一納骨 式一火葬一自宅一納骨 式一火葬一納骨
親族 隣組 隣組 同族・擬制子 同族・擬制子 一










納棺 通夜 通夜 通夜
通夜 通夜式 通夜 湯灌 （拭く）
火葬 火葬 火葬 納棺 納棺 告別式
告別式 告別式 告別式 告別式 告別式 告別式
精進落とし 野辺送り 初七日法要 出棺 （初七日の法要）
納骨 火葬 出棺
精進落とし 忌中払い 親族で食事 骨開帳 火葬
（お骨は自宅に祀る） （お骨は自宅に祀る） 寺参り オトキ（精進落とし）







性 時代 宗派 臨終場所 介護者 看取り者 通夜 葬法 葬儀集団 告別式場 会葬者
Z家 b
?
1955年神葬祭 自宅 家族 嫁d 自宅 告別式一土葬 庚申講 自宅 子供・孫・曾孫・甥・姪・従兄・姻戚・擬制親・他
Z家 C
?
1964年神葬祭 自宅 家族 家族・親族 自宅 火葬一告別式一納骨 隣組 自宅 子供夫婦・孫・姉妹・甥・姪・従兄・姻戚・擬制親・他
Z家 d
?
1973年神葬祭 自宅 家族 家族 自宅 火葬一告別式一自宅一納骨 擬制子 旅館 子供・孫夫婦・曾孫・甥・姪・従兄・姻戚・擬制親子・本分家・他
Z家 f
?
1976年神葬祭 病院 妻 家族 自宅 火葬一告別式一自宅一納骨 隣組 旅館 子供・兄弟姉妹・甥・姪・従兄・姻戚・擬制親子・知人・他
W家 ア 女 1976年浄土真宗 自宅 家族 家族 自宅 告別式一火葬一自宅一納骨 同族・擬制子 自宅
X家 t 女 1985年真言宗 自宅 家族 嫁o 自宅 火葬一告別式一納骨 隣組 自宅
Y家 e夫
?
2007年神葬祭 特養 職員 職員 葬斎場 一 葬斎場 弟姉妹・甥・姪・姻族・従兄・隣家・仲間・他
X家 n
?
2007年真言宗 病院 職員 葬祭場 火葬一告別式一自宅一納骨 隣組 葬祭場
Z家 9
?
2008年神葬祭 特養 職員 医者 葬祭場 火葬一告別式一自宅一納骨 一 葬祭場 子供夫婦・孫夫婦・曾孫・兄弟・甥・姪・姻族・擬制子・他
Y家 e 女 2008年神葬祭 病院 職員 医者 葬斎場 親族 葬斎場 弟姉妹・甥・姪・姻族・従兄・他
X家 S
?
2009年真言宗 葬祭場 火葬一告別式一自宅一納骨 葬祭場
W家
? ?
2000年浄土真宗 病院 職員 職員 自宅 告別式一火葬一自宅一納骨 同族・擬制子 葬祭場 親族・同族・姻族・擬制子・村内・生前関係者・他
W分家
? ?




































































































































































香典　品物 名前 死者との関係 住所 備考




5 米二升 ■■政治 ムラ内
6 米二升 ▲▲彦治郎 ムラ内
7 金壱銭　米壱升 ■■幸吉 ムラ内 同姓
8 行器 上条仙治郎 ムラ内
9 粉壱升 百瀬政市 ムラ内
10金拾銭　行器 古幡順左エ門 ムラ内
11 米三升 中村庄作
12金五拾銭　行器 ■■新五左工門 ムラ内 同姓
13金参銭六分粉壱升 ■■源吉 ムラ内 同姓
14金参銭六分　行器 井松幾三郎
15金弐銭　米参升 ■■八三郎 ムラ内 同姓
16金参銭六分粉壱升 ■■舞吉 ムラ内 同姓
17金三拾銭　強飯壱升 酒井善吉 ムラ内
18金壱銭　御備 ■■喜次郎 ムラ内 同姓
19金弐拾銭　行器 ■■七兵衛 ムラ内 同姓
20金弐銭　粉壱升 ■■九郎右工門 ムラ内 同姓





26金拾銭 古町泰次郎 長男嫁の生家の関係 小屋村
27金弐拾銭 古町文三郎 長男嫁の生家の関係 小屋村
28金三拾銭 古町澤次郎 長男嫁の生家の関係 小屋村
29金弐拾銭 宮嶋幾弥 小屋村
30金弐拾銭 宮嶋竹次郎 小屋村

















46金一銭六分 ▲▲権之丞 ムラ内 ここからはムラ内と思われる
47 ? ▲▲菊右工門 ムラ内
48 ? ▲▲良右工門 ムラ内
49 ? ▲▲辰次郎 ムラ内
50 ? ▲▲清吉 ムラ内
51 ? ▲▲民之助 ムラ内
52金壱銭六分 酒井安次郎 ムラ内




















2 三万円 △△庄司 姉夫 東京 親族 美婦とも死亡
3 五万円 ▼▼明 妻生家 松本市 親族 弟は死亡　妻が出席
4 三万円 △△△芳人 妹夫 松本市 親族 妻は死亡　本人出席
5 一万円 ■■俊喜 弟　長男　甥 東京 親族 甥　海外在住　×
6 一万円 △△△勝 妹　三男 松本市 親族 ○
7 一万円 △△△清志 妹二男 埼玉県 親族 8に依頼　×
8 一万円 △△△和水 妹　長男 松本市 親族
?
9 一万円 ▽▽今朝平 姉夫婦の擬制子 東京 妻は本家の次女
10一万円 ▽▽定 2の従弟 東京 一
時妻子が疎開
していた
11五千円 △△△秀夫 妹の夫の本家 松本市 親族関係
12三千円 ○○速郎 姉夫婦の家の職人 東京 親族関係
13五千円 ○○技研工業所 妹の夫の勤務先 松本市 親族関係
14二千円 ○○清次 9の従弟 川崎市 妻は本家の三女
15五千円 ▼▼新治 3の分家　妻の従弟 松本市 親族関係
?
16五千円 ▼▼邦彦 妻の弟の長女嫁ぎ先。18の親　fとも仕事関係あり 生坂村 親族関係
17五千円 ○○武子 18の姉 生坂村 親族関係
18五千円 ○○和夫 3の長女の夫 松本市 親族 姪○
19三千円 金児実 不明
20五千円 ▼▼芳郎 甥　3の長男 東京 親族 甥○
21五千円 ○○喬夫 隣組の中で親しい家 市内 隣組
22千円 高木栄 不明
23千円 ○○重一 隣組 市内 隣組
24千円 ○番町睦会 市内 町会の親睦団体
25二千円 大島義弘 不明
26五千円 ▲▲本広 2の兄 松本市 親族関係
27三千円 ▲▲元一 2の甥 松本市 親族関係
28一万円 ○○雅史 f長女の夫の弟 長野市 親族関係 ○
29五千円 ○○○武治 旧居住地の家に入った本家の長女：fの同級生の長男 本分家関係
30五千円 ■■保亀 旧居住地関係 松本市 同姓
31千円 口口真一 旧居住地関係　同組 松本市




御見舞五百円 ○○博文 従兄弟の関係か 岡谷市
34千円 ○○彦十 従兄弟の関係か 岡谷市
35千円 ○○芳広 不明
36千円 ○○○千枝子 不明
37五千円 ○○綾登 友人 松本市
38一万円 口口嘉門 旧居住地　同組　擬制親 松本市 擬制親 擬制親　○
39三千円 ○○茂喜 元同僚 市内
40千円 ○○健一 元同僚か
41三千円 ○○文雄 元同僚
42五千円 ○○保太郎 姪の嫁ぎ先 東京 親族関係
43千円 ○○正男 元同僚
44二千円 ○○征二 隣組 市内 隣組
45二千円 ○○詔三 不明
46二千円 全逓　○○分会 職場関係 木曽郡
47二千円 ○○伝 同僚 木曽郡
48二千円 ○○正一 不明
49二千円 ○○満久 同僚 木曽郡
50二千円 ○○雄治郎 同僚 木曽郡
51二千円 ○○○誠一 同僚 木曽郡
52二千円 ○○英作 同僚 木曽郡
53二千円 ○○貞雄 同僚 木曽郡
54二千円 ○○利夫 同僚 木曽郡
55千円 ○○千春 同僚 木曽郡
56二千円 ○○良夫 同僚 木曽郡
57一万円 ◇　忠男 叔母の夫（母妹） 松本市 親族
58三千円 ○○富士子 従妹　57の長女 東京 親族
59三千円 ◇広充 従弟　57の息子 東京 親族
60一万円 ◇◇昭博 従弟　57の甥 埴科郡 親族
61二千円 ○○匡寛 旧居住地　同組
62三千円 口口琢雄 旧居住地 松本市
63五千円 ○　成行 伯母（父の姉）の親戚 松本市 親族関係
64一万円 ■■本明 旧居住地　親の擬制子 松本市 同姓
65千円 ○○徹 旧居住地




67五千円 ○○正治 2の弟 伊那 親族関係
68三千円 ○○久治 元同僚 市内
69五千円 ○○郵便局内有　　　　　志 同僚 木曽郡 5人の名前あり








78二千円 ○○清 元同僚 市内
79三千円 ○○芳見 隣組 市内 隣組
80三千円 ○○庭二 隣組 市内 隣組
81三千円 ○○弘次 隣組 市内 隣組
82三千円 ○○豊 隣組 市内 隣組




89三千円御見舞三千円 ○○栄一 長女夫婦仲人 松本市 長女の擬制親
90五千円 ◇◇豊美 妻従兄弟 松本市 親族関係
91一万円 ○○静渡 友人 市内
92三千円 ○○○新也 元同僚
93三千円 い○た 妻の仕事先 市内 呉服屋
94一万五千円 ○○重 文学上の恩師 伊東市
95千円 ○○好人 日常的付き合い 市内 写真屋
96千円 ○○範雄 不明 松本市
97三千円 ○○正次 元同僚 市内
98三千円 ○○清三 隣組　隣家 市内 隣組
99千円 ○○啓司 不明
100二千円 五〇会 不明
101千五百円 ■■重男 旧居住地　同姓 松本市 同姓




104千円 ○○入郎 同僚 木曽郡
105千円 ○○守 同僚 木曽郡
106千円 ○○薫 不明 川越市
107千円 ○○哲夫 不明 明科町
108三千円 ○○寿作 隣組　隣家 市内 隣組
109三千円 ○○虎之助 隣組 市内 隣組
110三千円 ○○敏晴 隣組 市内 隣組
111三千円 ○○修一 隣組　108の長男 市内 隣組
112二千円 ○○儀平 不明
113五千円 ○○初美 元同僚　家族ぐるみの付き合い 岡谷市
114千円 ○○実壱 旧居住地 松本市
115千円 ○○房芳 元同僚 松本市
116三千円 ○○袈裟二 元同僚 市内
117二千円 ○○晴敏 元同僚 松本市
118六千円
御供　米五キロ ○○正志 元同僚　擬制子　旧居住地 松本市 擬制子
119六千円
餅米五キロ ○○英智 元同僚　擬制子　旧居住地 松本市 擬制子
120三千円 ○○太三郎 113の親　家族ぐるみの付き合い 市内
12ユ五千円 ○○武 よく利用する美容院 市内 美容室
122五千円 ▲▲喜吉 2の甥　家族ぐるみの付き合い 伊那 親族関係
123六千円 ○○増雄 夫婦とも元同僚　擬制子 市内 擬制子 ○
124二万円 隣組一同 10名の名前あり 隣組
125千五百円 ■■三也司 旧居住地 松本市 同姓






132五百円 ○○博 旧居住地 松本市
134二千円 ○○倍七 旧居住地 松本市
135五千円 ◇◇忠雄 従妹 松本市 親族





138千円 ○○寿雄 近所 市内 家具屋
139一万円 ○○広司 弟妻の生家 東京 親族関係
140一万円 ○○雄司 弟妻の弟 東京 親族関係
141一万円 ○〇三郎 姪夫 東京 親族
142一万円 ◇◇深志 従妹 更級郡 親族
143三千円 ◇◇憲司 従弟の長男（母の生家） 松本市 親族
144一万円 ◇◇兵一 従弟（母の生家） 松本市 親族
145三千円 ○○良三 不明
146三千円 ○○昭平 同僚 木曽郡
147千円 ○○重夫 旧居住地 松本市
148三千円 ○○長司 同職の付き合い　別職場 松本市
149五千円 ○○繁子 不明
150三千円 ◇◇武 従弟 松本市 親族
151七千円 ◇◇克人 従弟 松本市 親族
152三千円 ○○栄市 母の従妹の長女夫 東京 親族関係
153三千円 ○○国男 152の親か 東京 親族関係
154千五百円 ■■正哉 旧居住地 松本市 同姓
155一万円 ○○頼章 祖母の従兄弟の子 松本市 親族関係
156三千円 ○○公恵 不明
157二千円 ○○繁勝 母の従兄弟あるいはその子 松本市 親族関係
158三千円 ○○智弘 長女の恩師　近所 市内
159三千円 ○○正 不明




162千円 ○○篤美 旧居住地 松本市
163千円 ○○隆三 旧居住地 松本市
164千円 ○○真 元同僚　旧居住地 松本市
165千円 ○○武子 不明
166千円 ○○道弘 旧居住地 松本市
167千五百円 ■■正人 旧居住地 松本市 同姓
168千円 ○○○均 不明
169二千円 ○○茂雄 妻の従兄弟 松本市 親族関係
170千円 ○○千明 旧居住地 松本市
171三千円 ○○治人 旧居住地 松本市
172五千円 ▽▽要人 長女の婚家の分家 長野市 親族関係
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173千円 ○○健児 旧居住地友人 市内
174千円 ○○保貞治 旧居住地友人 市内
175千円 ○○祥平 旧居住地同級生 市内
176千円 ○○奈津子 旧居住地同級生 市内
177千円 ○○鶴吉 旧居住地同級生 市内
178千円 ○○治吉 旧居住地同級生 市内
179千円 ○○潔 旧居住地同級生 市内
180二千円 ○○政雄 同職の付き合い　別職場 須坂市
181二万円 ▽▽直太 k婚家 長野市
182二千円
御見舞千円 ○○福美 旧居住地同級生 市内
183七千円 ■■栄徳 旧居住地　同姓 松本市 同姓
184五千円 ○○尚久 元同僚 市内
185二千円 ○○卓郎 元同僚 市内
186五千円 ○○理三郎 従妹 神奈川県 親族
187千円 ○○常市 旧居住地 松本市
188三千円 ○○永 元同僚 市内
189二千円 ○○久男 元同僚 不明
190千円 ○○幸信 元同僚 市内
191二千円 ○○清 同職の付き合い　別職場 木曽郡
192二千円 ○○市太郎 同職の付き合い　別職場 木曽郡
193一万円 ○○南部会 職場関係 木曽郡
194千円 ○○民好 不明 諏訪市
195三千円 ○○○貞美 不明
196三千円 ○○義晴 不明
197千円 ○○佐久男 元同僚 市内
198五千円 ○○秀雄 従姉 東京 親族
199一万円 ○○俊一郎 従兄 岡谷市 親族
200一万円 ▽▽梅野 k婚家戸主の生家 長野市 親族関係
201一万円
玉串料二千円 ▽▽孝男 k夫の妹 長野市 親族関係 k夫の妹○
202一万円 ▽▽勇 k夫の叔母 長野市 親族関係
203一万円 ▽▽功 k夫の叔母 長野市 親族関係
204一万円 ▽▽正一 k夫の叔母 長野市 親族関係









211二千円 ○○政郎 元同僚 市内
212五千円 ○○藤一郎 2の姉の嫁ぎ先2の甥 朝日村 親族関係
213二千円 ○○清 不明







221三千円 ○○茂夫 元同僚 市内
222二千円 ○○○正雄 元同僚 市内
223三千円 ○○○潭 不明
224一万円 ○○督衛 従兄 上田市 親族





230一万円 伊藤○○○ 従兄か 東京
名字と住所から
従兄と思われる
231三千円 ○○好弘 元同僚 市内
232二千円 ○○英澄 不明
233三千円 ○○正巳 k仲人 松本市 長女の擬制親
234三千円 ○○壮平 不明
235五千円 ○○節郎 2の甥 東京 親族関係
236千円 ○○岩美 不明
237千円 ○○耕作 不明
238三千円 ○○弥麻治 2の兄弟の関係 朝日村 親族関係
239三千円 ○○俊作 不明





243二千円 ○○慶喜 旧居住地　同級生 松本市
244千円 ○○太郎 不明 市内　吉田
245千円 ○○貞子 不明　同級生か
246千円 ○○貞夫 不明
247二千円 ○○信郎 同僚 木曽郡
248二千円 ○○富夫 長女の婚家の関係 長野市
249二千円 山田…記述なし 不明 町内
250三千円 ○○周平 k夫　職場の上司 上田市
251五千円
御見舞二千円 ○○頼之 祖母の従兄弟の子 松本市 親族関係
252三千円 ○○武雄 出入の呉服屋 松本市
253千円 ○○和喜次 同僚か 木曽郡
254五千円 ○○光正 友人 東京
255二千円 ○○英一 不明
256三千円 ○○祐一郎 友人 東京
個人名が特定できないよう，親族や姻戚関係の姓は記号で整理した。姻族や親戚の関係者あるいは友人・知人は○で
姓を伏せた。
※資料1には63戸の記載があり，その訪れている範囲は葬家を中心に4キロから10キロの範囲で
ある。この後，次第に参列者数は増え，bの折は127名，　dが亡くなった1973年には195人となっ
ている（この中には香典のみを預けたという人も数人含まれる）。資料2は1976年に亡くなったf
の音信帳である。病気療養のためいわゆる60歳の定年を待たずに亡くなったこともあり，256人
の参列者を数えることができる。Z家にとってはこの葬儀が参列者の一番拡大した時であり，　kは
これを念頭においてgの葬儀のあり方を考えたという。
（跡見学園女子大学文学部，国立歴史民俗博物館共同研究員）
　　　　　　（2013年12月21日受付，2014年5月26日審査終了）
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Changes　in　Funeral　Practices　befbre　and　after　the　High　Economic　Grow也
Period：Focusing　on　Families，　Nursing　Care　of　Parents，　and　Attendance
on　the　I励ng
KuRAISHI　Atsuko
　　　Cremation　was　introduced　to　parts　of　Nagano　Prefecture，　such　as　Nagano　City，　in　the　1930s，
gradually　spreading　across　the　prefecture，　though　it　did　not　reach　some　areas　in　the　Central　District，
the　focus　of　this　research　with　the　Z　Family　as　a　case　study，　until　the　1970s．　This　introduction　of
cremation　caused　changes　to　the　order　of　funeral　procedures．　In　addition，　around　1970，　some
households　stopped　asking　community　groups　for　help　with　funeral　services　and　started　to　rent　hotel
rooms　for　such　ceremonies．　This　shift　from　homes　to　funeral　halls　can　be　considered　as　a　sign　that
f皿eral　practices　centered　on　community　and　kin　groups　started　changing，　driven　by　the　intention
of　the　chief　mourners　who　did　not　want　to　bother　them．　Needless　to　say，　behind　this，　there　was　also
asocial　factor：adramatic　increase　in　white－collar　workers　and　double－income　families　busy　with
worldng　after　the　high　economic　growth　period．　Furthermore，　after　the　2000s，　more　and　more　people
die　in　hospitals　and　nursing　homes．　In　relation　to　the　above　mentioned　transitions，　this　paper　reports
the　Z　Family　in　the　Central　District，　Nagano　Pre免cture，　and　13　families　related　to　them　by　marriage
as　a　case　study　to　discuss　changes　in　the　form　of　family　as　well　as　other　accompanying　changes　in
nursing　care　of　parents　and　attendance　on　the　dying（the　form　of　dying）．As　evidenced　by　this　case
study，　while　more　and　more　people　die　in　hospitals　and　nursing　homes　instead　of　their　o㎜homes，
the　venue　for　funerals　is　sh血ng，　and　the　number　of　mourners　has　also　begun　to　change．　These　trends
indicate　that　it　is　time　to　question　anew　the　essence　of　funeral　rites　to　rede丘ne　for　whom　they　should
be　designed．
Key　words：nursing　care　of　parents，　attendance　on　the　dying，　vigil，　washing　of　a　dead　body　for　burial，
cremation，　ashes　of　the　dead
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